
（公表の参考様式） 

令和６年３月２１日 

 

令和５年度 特別の教育課程の実施状況等について 

 

   沖縄県  

学 校 名 管理機関名 設置者の別 

金武町立嘉芸小学校 金武町教育委員会 公立 

 

１．特別の教育課程を編成・実施している学校及び自己評価・学校関係者評価の結果公表に

関する情報 

学 校 名 自己評価結果の 

公表ウェブサイト名・URL 等 

学校関係者評価結果の 

公表ウェブサイト名・URL 等 

金武町立 

嘉芸小学校 

金武町立嘉芸小学校ウェブサイト 

令和５年度特別の教育課程の自己評価結果について 

http://kin-ed.sakura.ne.jp/kagei/kg 

_syokai/kg-english-01.html 

金武町立嘉芸小学校ウェブサイト 

令和５年度特別の教育課程の学校関係者評価結果について

http://kined.sakura.ne.jp/kagei/kg 

_syokai/kg-english-02.html 

    ※８月末までに上記 URLにおいて公開 

 

 

２．特別の教育課程の内容 

（１）特別の教育課程の概要 

  これからの時代において必須となるグローバルな視野を持った人材を育成するため、

１～４学年に「英語活動」を設置し、「外国語活動」と合わせて年間３４～５０時間

を英語教育に充てる。 

・小学校１学年において、音楽を 11 時間、図画工作を 11 時間、体育を 12 時間削減

し、34 時間の「英語活動」を設置する。 

・小学校２学年において、音楽を 10 時間、図画工作を 10 時間、体育を 15 時間削減

し、35 時間の「英語活動」を設置する。 

・小学校３～４学年において、総合的な学習の時間を 15 時間削減し、外国語活動とあ

わせて、３・４年生で 50 時間の「英語活動」を設置する。 

※教育課程全体は【別表１】の教育課程編成表を参照 

 

（２）学校又は地域の特色を生かした特別の教育課程を編成して教育を実施する必要性 

  金武町は、明治・大正時代、當山久三翁に代表されるように、ハワイをはじめ北

米・フィリピン・中南米への海外移民の先駆をなし、現在多くの方々が現地で活躍し

ている。そのような歴史的背景から海外移住者子弟等の受け入れ事業、ハワイ州カポ

レイミドルスクール姉妹校交流事業、ハワイ短期留学派遣事業、海外ホームステイ派

遣事業等の国際交流事業が行われてきた。 

金武町は、リゾート施設(外国資本)・医療施設・リハビリ施設等の一体型施設が着実



に建設されており、英語を使える人材の育成が望まれている。よって、平成２７年度以

降、小中が連携した系統的・段階的な英語活動(英会話科)の推進で、本町の掲げる「国

際性に富んだ人材育成」を図っている。 

 

（３）特例の適用開始日 

    平成２７年４月１日 

    平成３０年４月１日 変更 

    令和 ２年４月１日 変更 

 

（４）取組の期間 

    令和６年３月３１日まで 

 

 

３．特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果 

（１）特別の教育課程編成・実施計画に基づく教育の実施状況 

   ・計画通り実施できている 

   ・一部、計画通り実施できていない 

   ・ほとんど計画通り実施できていない 

 

（２）実施状況に関する特記事項 

  ※（１）で「一部、計画通り実施できていない」又は「ほとんど計画通り実施できてい

ない」を選択した場合は、必ず記載する。 

 

（３）保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況 

   ・実施している 

   ・実施していない 

  ＜特記事項＞ 

 

 

４． 実施の効果及び課題 

 

（１）特別の教育課程の編成・実施により達成を目指している学校の教育目標との関係 

 嘉芸小学校では「個性を尊重し、郷土の自然と文化に誇りをもち、自主性、創造性、国際

性に富む人材の育成」を大きな柱とし、「進んで学ぶ子(知)」「心豊かな子(徳)」「たくまし

い子(体)」を教育目標に掲げている。また、国際理解教育の目標として、①広い視野で異文

化に対する理解や異なった文化を持った人々と共に協調して生きていく態度を育てる、②世

界に誇る郷土の文化に触れたり演じたりすることによってそのすばらしさを理解させ、同時



に世界中のどの国にも、特色ある文化があることに気づき、国際理解の基礎を培う、③国際

理解において、相手の立場を尊重しつつ、自分の考え方や意思を表現できる基礎的な力を育

成する観点から、外国語能力の基礎的な表現力などのコミュニケーション能力を図っている

と掲げ、３つの目標を中心に、日常の英語活動に取り組んでいる。 

 児童アンケートを見ると、どの学年も友達と楽しみながら、英語活動を行っていることが

伺える。「どんなことが楽しいか」の回答で、低学年ではゲームや歌・ダンスなどを通して

楽しく学習しながら、新しい英語を覚えることを楽しみにしている。中学年においては低学

年同様、ゲームや歌・ダンスなどを通して楽しく学習し、友達と英語を使って話すことも楽

しみながら、活動的に英語活動をしている。全体を通して英語教育の重要さを理解し、形成

的会話テストや英検ジュニアを毎年実施することで、授業で学習した英語を使う喜びを味わ

う児童も増えてきた。 

 しかし、英語を使って英語の先生に挨拶したり話しかけたりすることにはあまり積極的で

はないことが今年度のアンケートから見て取れる。児童が英語を話すことを楽しめるよう、

学級担任と ALTとのティームティーチングを工夫し改善していきたい。 

また、金武町には米軍基地があり、保護者にも基地従業員がおり、ネイティブスピーカー

と会話がしたいと意欲的である。学校以外でも外国人と関わる機会が多く、近所にも外国人

が住んでおり、身近に英語を必要と考える児童も多い。【別表２】 

 

 

（２）学校教育法等に示す学校教育の目標との関係 

 本校は、学校経営の基本方針の取り組み事項の１つに、「国際理解教育・外国語教育の推

進」を掲げており、英語活動を通して、各教科と関連づけながら体験的にコミュニケーショ

ンを図る素地となる資質・能力を育成することを目指している。例えば、国語のローマ字、

算数の数や形・時計、理科の天気や動物・自然、社会の地図や国旗、図工の色、体育の動作

やスポーツ名、教科名や教室名等、身近な事柄を英語の授業に取り入れることで、児童の興

味や関心がわく。この観点から、金武町の英語教育課程特例校を実施することは、本校の教

育目標の達成に資することができるものと考え、日々取り組んでいる。 

 英語活動の授業について、児童にアンケートを実施したところ、平成２７年度から継続し

て英語活動に取り組んできた児童は、英語に対する意識において成果が上がっている。【別

表２】 

 

 

５．課題の改善のための取組の方向性 

 

４に示したことを踏まえて、成果・課題・今後の方向性を以下に記す。 

 

（１）成果 

  ・児童のほぼ９割が英語の授業を楽しんでいる。 

・年度を追う毎に英語を使うことへの抵抗感が少なくなっている。 



  ・保護者の英語教育に対する評価は高く、今後も取組を継続してほしいという意見が多

い。 

・外国語の互見授業を実施することができ、小学校と中学校の教諭及びＡＬＴ・ＪＴＥ

がお互いの授業を見学することで理解を深めることができた。 

・中学年の文化交流授業として、金武町海外移住者子弟等研修生（ブラジル、アルゼン

チン、ペルー）の移住地についての紹介を町内小学校３校にて実施し、外国の知識を

深めることができた。児童も日本や地域の文化等を紹介し良い交流ができた。 

 

（２）課題 

  ・担任主導の授業法の推進 

・ティームティーチングの充実 

  ・カリキュラムの見直し及び内容充実 

  

（３）今後の取組の方向性 

・互見授業を通した授業改善 

・スモールトークの充実 

  ・担任と ALT･JTEとの打合せ時間の確保 

・外国人との交流の推進・内容充実 

  

 

６.資料 

 （１）教育課程特例校に関する教育課程編成表 【別表１】 

 （２）令和５年度教育課程特例校に関するアンケート（1年～4年）【別表２】 

（３）令和５年度教育課程特例校に関するアンケート（教師）【別表３】 

 （４）令和５年度教育課程特例校に関するアンケート（保護者）【別表４】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【別表１】   教育課程特例校に関する教育課程編成表 

１．金武町立全小学校  

区 分 

各 教 科 の 授 業 時 数 
道
徳
の
授
業
数 

    

総 

授 

業 

数 

国 
 

語 

社 
 

会 

算 
 

数 

理 
 

科 

生 
 

活 

音 
 

楽 

図
画
工
作 

家 
 

庭 

体 
 

育 

第１学年 306  136  102 
57 

(-11) 

57 

(-11) 
 

90 

(-12) 
34 34   

34 

(+34) 
850 

第２学年 315  175  105 
60 

(-10) 

60 

(-10) 
 

90 

(-15) 
35 35   

35 

(+35) 
910 

第３学年 245 70 175 90  60 60  105 35 35 
55 

(-15) 
35 15 980 

第４学年 245 90 175 105  60 60  105 35 35 
55 

(-15) 
35 15 1015 

第５学年 175 100 175 105  50 50 60 90 35 35 70 70  1015 

第６学年 175 105 175 105  50 50 55 90 35 35 70 70  1015 

合 計 1461 365 1011 405 207 
337 

(-21) 

337 

(-21) 
115 

570 

(-27) 
209 209 

250 

(-30) 
210 99 5785 

※ 第３学年～第４学年においては、「総合的な学習の時間」１５時間を削除する。 

※ 標準授業時数と異なる授業時数を設定する教科等については， 標準授業時数からの増減を（ ）で

記入し，網掛けにて表記。 

 

 

【別表２】令和５年度 教育課程特例校に関するアンケート（１年～４年） 

特
別
活
動
の
授
業
時
数 

外
国
語
活
動
・
外
国
語
科 

の
授
業
時
数 

特
例
校(

英
語
活
動)

の 

授
業
時
数 

総
合
的
な
学
習
の
時
間 

の
授
業
数 

100.0%

78.9%

94.6%

75.8%

0.0%

21.1%

5.4%

24.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年

2年

3年

4年

１．英語の授業は楽しいですか。

はい いいえ

29.0%

20.5%

17.2%

14.6%

30.6%

27.7%

25.0%

41.7%

4.8%

10.8%

9.5%

4.2%

12.9%

16.9%

17.2%

12.5%

16.1%

13.3%

13.8%

16.7%

6.5%

10.8%

17.2%

10.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年

2年

3年

4年

２．「はい」と答えた人はどんなことが楽し

いですか。

①英語の歌やダンス ②英語のゲーム

③英語の絵本やお話 ④新しい英語を覚えること

⑤上手に英語を話せること ⑥友達と英語を使って話すこと



 

 

 

 

 

 

91.7%

82.9%

94.6%

90.9%

8.3%

17.1%

5.4%

9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年

2年

3年

4年

３．英語の授業で友達と楽しむことができ

ますか。

はい いいえ

96.2%

71.4%

83.8%

75.8%

3.8%

28.6%

16.2%

24.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年

2年

3年

4年

４．恥ずかしがらずに先生と話せますか。

はい いいえ

88.5%

65.7%

91.9%

78.8%

11.5%

34.3%

8.1%

21.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年

2年

3年

4年

５．英語であいさつができますか。

はい いいえ

44.0%

28.6%

40.5%

30.3%

56.0%

71.4%

59.5%

69.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年

2年

3年

4年

６．先生の話している英語の意味がわか

りますか

はい いいえ

16.7%

34.3%

54.1%

30.3%

83.3%

65.7%

45.9%

69.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年

2年

3年

4年

７．英語の授業で、先生や友達に英語を

使って話しかけたりしていますか。

はい いいえ

70.4%

37.8%

40.5%

15.2%

29.6%

62.2%

59.5%

84.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年

2年

3年

4年

８．授業以外で、英語の先生に英語であ

いさつしたり、話しかけたりすることはあり

ますか。

はい いいえ



 

 

児童(１～４年)へ行ったアンケートには、下記のような感想がよせられた。（抜粋） 

「英語を勉強することは大切だと思いますか。なぜそう思いますか。」の問いに対して 

＜低学年＞ 

・ヘイリーとセレステとしゃべりたいからです。 

・アメリカ人や英語を話す人がいたら英語でおはなしができるから英語は大切だとおもいます！ 

・外国の人が言っていることをりかいできることが大切だと思います。 

・もしかげい小学校にあたらしいがいじんの子がきて、日本ごがはなせないから、たいせつだとおもい

ます。 

・えいごは中学 3年までつかうからだいじだとおもいました。これからもえいごをならいたいです。 

・おとなになって外国に行って使う時にわからなかったら話せないからです。 

＜中学年＞ 

・外国の人と交流することもあると思いますし、その時のために、英語を知っておいたほうがいいと思

うので。 

・外国人の友だちがもっとできるから！ 

・色々な人とはなせるからたいせつだとおもいます。 

・外国人が困っていたら助けるということが大事だから。 

・将来海外に行くときに大事だから。 

・もし、将来外国に行くことになったら自分一人だけ日本語で他の人は外国語で、一人ぼっちになるの

が嫌なので英語の学習は大事だと思いました。 

・英語は世界の共通語だから。 

 

 

85.2%

65.8%

78.4%

63.6%

14.8%

34.2%

21.6%

36.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年

2年

3年

4年

９．英語を使って外国の人と話してみたい

ですか。

はい いいえ

100.0%

91.9%

94.6%

93.9%

0.0%

8.1%

5.4%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年

2年

3年

4年

１０．英語を勉強することは大切だと思い

ますか。

はい いいえ



【別表３】令和５年度教育課程特例校に関するアンケート（教師） 

 

 

 

①とても楽し

んでいる, 
37.5%

②楽しんで

いる, 62.5%

③あまり楽しんで

いない, 0.0%

④楽しんでいな

い, 0.0%

１．児童は外国語活動を楽しんでい

ますか。

①とてもあっ

た , 37.5%②少しあった , 
50.0%

③あまりな

かった, 
12.5%

④なかった, 
0.0%

２．外国語活動を行なう上で、児童に

変化はありましたか。

①そう思う, 
37.5%

②どちらか

と言えば

思う, 
62.5%

③あまり思

わない, 
0.0%

④思わな

い, 0.0%

４．1年生から外国語活動を行うこと

は、児童にとって良いことだと思いま

すか。

①よく見か

ける, 0.0%

②たまに

見かける, 
87.5%

③あまり見か

けない , 
12.5%

④全然見

かけない, 
0.0%

５．外国語活動の授業以外で、児童が

英語を使っているのを見かけたことは

ありますか。

①とても

あった, 
0.0%

②少しあっ

た, 75.0%

③あまりな

かった, 
12.5%

④なかっ

た, 12.5%

６．外国語活動を行うことで、先生自身

に変化はありましたか。

①とても

楽しい, 
12.5%

②楽しい, 
62.5%

③普通, 
12.5%

④不安, 
12.5%

⑤苦痛, 
0.0%

⑥その

他,0.0
%

８.外国語活動の授業を行うことを

どのように感じていますか。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①HRTが中心と

なり活動を

すすめている, 

0.0%

②ALT/JTEが中心とな

り

授業をすすめている, 

87.5%

③HRTとALT/JTEが役割

や場面を分けて活動を

進めている, 12.5%

④その他, 
0.0%

１０. TTについて1番ちかいもの。

①打ち合わせは

ほとんどない, 
50.0%

②ALT/JTEが作った

レッスンプランにHRT

が目を通すのみで、

打ち合わせはな

し。 , 25.0%

③あき時間

に打ち合わ

せ, 12.5%

④打ち合わ

せの時間を

設定して行っ

ている, 0.0%

⑤授業の直前に授

業の流れを確認す

るのみ, 12.5%
⑥その

他,0%

１１. ALT・JTEとの打ち合わせについ

て。

①教員の英

語力, 0.0%

②教員の指

導力, 25.0%

③教材研究の

ための時間の

確保, 25.0%

④ALT/JTEと

の打ち合わ

せ時間の確

保, 50.0%

⑤カリキュラ

ム, 0.0%

⑥その他 , 0%

１２．外国語活動を実施する上で課題だ

と感じていることは何ですか。



 教師へ行ったアンケートには、下記のような感想が寄せられた。（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問３. 児童に変化が「①とてもあった」「②少しあった」と答えた方、どのような変化があったか。 

・発表を苦手としている児童が、英語の学習を重ねて発表力がついてきた。 

・声をだして、積極的に英語を言うようになった。英語が世界の共通語と知って、積極的にがんばるよ

うになった。 

・普段の会話の中で、学習した単語を使っている 

・聞き取りの問題をした時に聞き取れる児童が多くなっていた。また、話すことのテストをした時もち

ゃんと答えることができる児童が多くなっていた。 

・外国籍の児童とのコミュニケーションや、朝の出席確認を英語で行うことで身近に感じている。 

・喜んで参加するようになった 

・英語を楽しみにしている。英検では、意外と正しく答えていた。 

 

設問７.教師自身に変化が「①とてもあった」「②少しあった」と答えた方、どのような変化があった

か。 

・子ども達と一緒に学び、楽しむことができるようになった。英語の指導力が不十分なこともあり、授

業の中で児童と同じ目線で学べる時がある。それが児童理解にもつながっているように感じる。 

・少しずつ ALTも日本語が上手になってきているし、お互いに楽しくできていると思う 

・英語の授業の時は、できるだけ日本語を使わないで英語を多く使うようになった。 

・外国籍の児童に対して、日常的に英語を使うように意識できた。 

・支援学級の子たちがどのように英語活動ができるのか不安があった 

・英語学習は自分でするには、ハードルが高いが、ALTの先生がリードしてくれることもあり、授業づ

くりが少しわかってきた 

 



【別表４】令和５年度 教育課程特例校に関するアンケート（保護者）嘉芸小 

 

 

 

保護者へ行ったアンケートには、下記のような感想が寄せられた。（抜粋） 

・国際化の時代、英語を早くから身につけることはとても良い事だと思います。 

・小学校でも英検４級まで受験できるようしてほしいです。 

・週 1.2回だけでなく、毎日、数十分でもいいので、取り組んだら、もっと英語が日常的にならな 

いかな～と思います。 

・小学校で英語を学ぶことで、どの程度英語に精通し学習効果がでているのか客観的なデータま 

たは資料が見たい。（英検何級程度等） 

・米軍基地からボランティアで英会話教師を招いたり交流会をしてほしい 

 

 

96.7%

96.7%

71.7%
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3.3%
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令和５年度 教育課程特例校に関するアンケート（保護者） 結果

はい いいえ

6 お子さまが外国のことに興味を もつように

なったと思いますか

5 家庭でも学校で学習した英語を使ったり

していますか

4 お子さまは英語を楽しみにしていますか

3 英語の授業のことを家庭で話題にします

か

2 小学校で英語の学習をすることは良いですか

1 金武町では小学校1年生から

英語の学習をしていることを知っていますか


